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技術概要

背景

004

水銀に関する水俣条約における要件
水銀の使用、また排出や放出に係る基本情報は、国内法の制定、また国内の水銀の排出・放出の

ホットスポットを特定する上で不可⽋です。条約の下では、締約国は、インベントリの構築や報告に
関して様々な義務が課せられています。また、各締約国から提出された報告の情報は、条約の有効性評
価にも用いられることになります。

第8条（大気への排出）及び第9条（土壌及び水への放出）
締約国は、関連する発生源からの水銀の排出・放出のインベントリを作成し維持する。
第19条（研究、開発、モニタリング）
締約国は、水銀及び水銀化合物の使用、消費、大気への人為的排出、水・土壌への放出に関する情報を含ん
だインベントリを作成・改善するため協⼒するよう努める。
第21条（報告）
締約国は、条約の第3条（供給及び貿易）、第 5条（製造工程）、第 7条（零細・⼩規模⾦採掘）、第8条及
び第 9条で求められている情報を提出する報告に含む。
第22条（有効性評価）
締約国会議 (COP) は、条約の有効性を評価する。評価は (a) COPに提供される報告書や他のモニタリング情報、
(b) 21条に基づき提出される報告等を含む、入手可能な情報に基づき実施される。

水銀マテリアルフロー策定に係る日本の経験
日本では、2007年から“水銀に関するマテリアルフロー”を作成し、定期的に更新・改善

しています。水銀マテリアルフローは、国内における水銀のライフサイクル全体をとおした
フローに関する、包括的な情報を提供しています。

水銀マテリアルフローを作成するため
に、環境省は、他の政府機関や産業界と
も連携し、データ収集に必要な作業を実
施してきました。さらに環境省は、異な
る専⾨性を持つ学識経験者及び産業界の
代表で構成された研究会を設置し、水銀
マテリアルフローの精度を上げるための
⽅策について議論を進めてきました。
日本国内の水銀フロー及び環境中への

排出・放出等を推計するため、以下を
データや情報を活用しています。
 統計データ
 モニタリングデータ
 産業界へのヒアリング調査
 地⽅自治体等を対象としたアンケー

ト調査
 既存文献

年 主な活動
2007 2005年度版のMMF作成
2009 水銀マテリアルフロー策定係る議論・調査の本格化
2011 2005年度版を更新し、2010年度版を作成
2017 2014年度版の作成
2019 2014年度版の英訳及び条約事務局への提出
2020 2016年度版の作成

*水銀の一時採掘、ASGM、製造プロセスについては我が国における実態なし
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技術の利点・強み

政策⽴案と報告プロセスを⽀援するデータベース

水銀マテリアルフローの作成過程を通じ、
政策担当者は水銀フローの全体像に関するよ
り明確かつ正確な理解を得ることができます。
また、水銀マテリアルフローは、国内の重要
なセクターや水銀排出のホットスポットを特
定し、優先施策を検討する上で有用なツール
となります。
さらに、水銀マテリアルフローで得られた

情報は、水俣条約の第21条2項に基づき、COP
に提出が義務付けられている報告に活用する
ことができるため、当局の作業を支援すると
いう側面もあります。水銀マテリアルフロー
の定期的な更新・改善は、国内施策の影響や
有効性を分析することにも役⽴ちます。

多くの国が、水俣イニシャルアセスメント (MIA) を通じて国内の水銀排出インベントリの作
成作業を進めており、そのために、国連環境計画 (UNEP) が作成した水銀の排出の特定と定量化のた
めのツールキットを用いています。このツールキットは、各国が水銀対策の第一歩としての簡易イ
ンベントリを作成するという意味で非常に有用なツールといえます。

これに対し、日本の水銀マテリアルフローは、UNEPツールキットではカバーされていないセクター等に
関する情報も包括的に統合しており、国内の水銀のライフサイクル全体のフローを可視化できるという利
点があります。さらに、水銀マテリアルフローは国固有の情報やデータを用いるため、単一的な排出係数
を用いるツールキットと⽐較して、より精度の⾼い推計が可能となります。
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海外への適用性

水銀マテリアルフロー作成に向けた貢献

各国の状況に応じた適切な情報やデータの収集⽅法に関して日本が途上国を支援することは、定量的な
データに基づく政策⽴案の基礎を提供するこという意味でも重要になると考えられます。

各国における水銀排出の現状を理解するという意味で、 UNEP
ツールキットを用いて作成される水銀インベントリは重要な最初の
ステップになります。もし各国がこれをベースとしてより精度の⾼
い水銀のデータベースを構築するニーズが生じれば、日本の水銀マ
テリアルフロー策定に係る知⾒は役⽴つと考えられます。
これまで、環境省が10カ国以上を対象として開催したワーク

ショップ等において、水銀マテリアルフロー策定に係るノウハウや
経験を共有してきました。2019年からは関係者を日本に招聘して
MMF作成に係る研修も開催しています。
各国にとっての次のステップは、モニタリングデータや各種報告

書等から有用な情報を得るため、ステークホルダーとの協議を進め
ることです。情報やデータの不⾜は途上国にとっての共通課題です。

水銀マテリアルフロー作成に係る
訪日研修の様子（2019年）
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